
施設区分 複合施設（児童館、老人憩いの家）

建築年月 昭和62年3月15日

建築面積 759.03㎡

敷地区分 市有地

開館時間 9:00～21:00

休館日 土・日・祝日

年間利用者数 約12,000人

設置年月 昭和62年4月1日

ブロック 南部

対象区域 新神田校下

人口 7,488人

世帯数 3,733世帯

館長 中村 茂

副館長 坪野 英幸

主事 金山 房代

主事補 新谷 洋美

組織（部）
総務部、文化部、視聴覚・広報
部、青年体育部、女性部

運営審議会委員数 11人

公民館委員数 25人

所在地 金沢市新神田1-1-18

電話 076-291-0025

FAX 076-291-0259

メールアドレス shinkanda-k@spacelan.ne.jp

ホームページ http://shinkanda-k.jp

MAP

新神田公民館

mailto:shinkanda-k@spacelan.ne.jp
http://shinkanda-k.jp/


公民館の予算

歳出予算総額 17,935千円

うち人件費 10,306千円

うち管理費 4,115千円

うち事業費 4,660千円

館報発行回数 年2～3回

地域へのお知らせ回数 随時

管理人の設置 無

他都市・公民館との交流 無

AEDの設置 有

金沢市の運営委託費 12,688千円

地元負担金 2,300千円

歳入予算のうち

その他の概要

公民館重点目標

校下訓を、「皆んなは皆んなで皆んなのために尽くそう」とし、挨拶・他者への思いやり・もてなしの心を重点に事
業を進めています。更に地域の生涯学習の場の提供はもとより、安全安心のため住んで良かった新神田を合い言葉に
積極的に住み良いまちづくりを目指しています。

公民館のサークル・教室活動

カラオケ教室・絵手紙教室・詩吟教室・お琴・大正琴・社交ダンス・漢詩教室・ソフトバレー・男女バレーボール・
バトミントン（成人・ジュニア）など

公民館の特色・事業と取り組み

①公民館の主な行事は、二十歳のつどい、社会体育大会、文化祭、ソフトボール大会、ソフトバレーボール大会、ボウリング大
会、新神田ウォーク、館報「新神田」の発行などがあります。
②そのほか、ひまわり学級（SDGｓ）、ほほえみ学級（高齢者）、なるほど講座などがあります。
③こうした一般的な生涯学習の場の提供から一歩進んだ取り組みもしています。地域の安全安心の関わり方として、積極的に「新
神田校下子どもを育み住みよいまちづくりの会」に参画し、防犯等の情報交換をしています。青少年の健全育成の観点から、小中
学校、警察、消防と常に情報交換をしています。
④また、4月～10月の期間は、防犯・防火パトロールを毎週土曜日の20時から校下を3ブロックに分けパトロールしています。
⑤声かけ運動として、長寿会の皆様のご協力を得て、朝・夕の子どもの登下校時に5箇所で見守り、声掛けをしています。。
⑥公民館ではこのほか、地域の自主防災訓練の積極的な参画と活性化も行っています。



施設

１階
事務室、図書室、作法室、
老人憩いの家

２階
大ホール、調理室、研修室

３階
児童館

利用できる設備

ＴＶ・ＤＶＤ・プロジェクター・ピアノ・調理道具一式

館内平面図


